
 
令和６年度  宮の原中学校 学校評価書 

 
１ 教育目標（目指す生徒像含む） 

○基本目標 『未来を拓く日本人を育てる』 

○具体目標（目指す生徒像） ・創造性に富む人 ・心豊かな人 ・最善を尽くす人 

○校  訓  自主創造 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

☆テーマ 『豊かな心をもって、自律・実践する生徒の育成』  

－ 希望・創造・感動 の校風をめざして － 

今、日本の社会は、大きな変化の時代を迎え、多くの若者にとって、夢を抱きにくい社会になったとも

いわれている。しかし、社会がどのように変化しようと、人がその社会を生きていく厳しさは今でも変わ

らない。まして、生徒や家庭を取り巻く状況は現在、日ごとにその厳しさを増していると同時に、教育現

場への要求は限りなく、私たちの眼前に掲げられている。 

だからこそ、その社会を生きていく生徒たちは、困難や試練に負けずに生き抜いていく強さとたくまし

さ、そして、しなやかさをもつこと、人への思いやりや感謝する心、感動する心などを育てていくことが

重要である。 

そのためには、中学生という多感な時代に「希望・創造・感動」の世界を広げてやることが本校では必

要であると考える。希望は未来を創造し変えていく力、創造は生きる意欲と知恵、感動にはやる気を起こ

させ、社会に生きて働く力や自己肯定感、生きる優しさを育む力がある。そのような校風をつくることに

よって、自律（自分で立てた規則に従って、自分のことは自分でやっていく力）・実践（粘り強く取り組

み、それまでなかったものを作り出す力）する力が生徒一人一人に身に付くものと考える。 

 その育成のために、全職員が生徒と正面から向き合って、生徒の一人一人の「よさ」を認め、ほめて伸

ばす教育活動を実践していく。 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 
（１）○生徒の「生きる力」を育成するために個に応じた教育を進め、地域に根ざした活動を展開し、豊かな心、確か

な学力、健康や体力の育成に努めます。 

（２）教育目標の具体化を目指し、全職員が意欲と使命感を持って学校経営に参画し、生徒や保護者等の信頼や

期待に応える学校づくりに努めます。 
 
 

４ 教育課程編成の方針 
（１）自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力の育成を目指し、基礎的・基本的な知識・技能の

習得と思考力・判断力・表現力等の育成を重視した指導を徹底し、個性を生かす教育の充実を図るとと

もに、生涯教育の基盤を培うことをねらって教育課程を編成する。 

（２）あらゆる教育活動の中で、また、学校・家庭・地域社会が一体となり、「学びあい、喜びあい、励まし

あう」活動内容及び場を設定し、生徒と教師、生徒同士及び地域の人々との交流を深めながら、お互い

のよさを認め合い、信頼し合い、豊かな人間関係  の構築を図り、特色ある学校づくりを目指した教

育課程を編成する。 
５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 
（１） 学校運営 

・豊かな心をもって、自律・実践する生徒の育成 ― 希望・創造・感動の校風をめざして ― 
（２） 学習指導 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 ―〇発問・学習活動の工夫― 
（３） 児童生徒指導 

・心を育む教育活動の推進  ～あいさつ・いじめ対策・生活のきまり～ 
（４）健康（体力・保健・食育・安全） 
  ・自分の健康や体力の向上・安全に高い関心を持つ生徒の育成―教科体育・学校行事の充実と健康や安全意識の高揚― 
 

 

別紙２ 

[宮の原地域学校園教育ビジョン] 心豊かで 輝く子どもの育成 

 



６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通、地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には、Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止、を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は、文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  

評価項目 主な具体的な取組 
方

向

性 
評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 生徒は、他者と協

力したり、必要な情

報を集めたりして

考えるなど、主体的

に学習に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答

85％以上 

①『宇都宮モデル』を踏まえて、どの授

業でも、「課題提示」と「振り返り」を

習慣化する。 

②生徒の追求意欲を高める教材・課題提

示の工夫をし、協働的に課題解決に当た

る活動時間の確保を行う。 
B 

【達成状況】教職員の肯定的回答は

98.0％で目標を達成した。 

【次年度の方針】〇小学校と連携して、

毎回の授業における「課題提示」と「振

り返り」の習慣化、1人 1台端末の有効

活用を図る。 

基本的な学習習慣や態度の育成(学業

指導の充実)を行い、家庭学習で知識の

定着、課題解決学習で知識の活用を行う

機会をつくる。 
１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 生徒は、思いやり

の心をもっている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

90％以上 

①通常の学校生活や学校行事など様々な

機会を捉えて、思いやりの心の大切さを

指導する。善行に対しては、学校長賞や

学年主任賞の表彰をしたり、学校だより

等で広報したりしていく。 

②道徳の授業では、指導内容項目「Ｂ-

(6)思いやり、感謝」の指導に重点をおい

て、生徒の心に響く授業展開を工夫す

る。 

B 

【達成状況】教職員の肯定的回答は

98.0％で目標を上回り、市中学校の平均

を 6.0 ポイント上回った。 

【次年度の方針】道徳の授業で指導内容

項目「Ｂ-(6)思いやり、感謝」の指導に

継続して力を入れる。 

特別活動など教育活動全般で豊かな

感性と人権を尊重する心の育成を図り、

実践力を育てる。 

 

 

Ａ３ 生徒は、目標に

向かってあきらめ

ずに、粘り強く取

り組んでいる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

85%以上 

①道徳の授業では、指導内容項目「希望

と勇気 克己と強い意志」の指導に力を

入れるとともに、特活や総学等において

も、様々な活動に粘り強く取り組めるよ

う、前向きな声掛けやほめて伸ばす指導

を心掛ける。 

②「宮・未来キャリア・パスポート」の

活用と小学校と連携した継続的なキャリ

ア教育を行い、生徒が主体的に将来の目

標に向かって諦めずに粘り強く学習や運

動などに励み続けることの大切さを指導

していく。 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

88.4％で目標を上回った。 

【次年度の方針】学校全体で「ほめて伸

ばす」を合言葉に、生徒の自己有用感を

育む。道徳の指導内容項目「希望と勇気」

の指導に力を入れる。 

総合的な学習の時間に、1 年生では

「職業人に学ぶ」、２年生では立志をと

おして、３年生では進路をとおして「自

己をみつめる」学習を行い、３年間の計

画的・体系的なキャリア教育で、目標を

もって粘り強く努力する大切さを繰り

返し指導する。 

 

 
１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 生徒は、健康や安

全に気を付けて生

活している。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

90％以上 

 

 ①生徒会保健体育委員会や生活安全委員

会を中心に、健康体力の向上や感染症を

含む病気やけがの予防、登下校時や校内

での安全な生活について啓発していく。 

 ②保健体育科の授業や、養護教諭や生徒

指導主事、交通安全係からの指導をとお

して、安全に関する知識を深めさせ、実

践力につなげる。 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

94.4％で目標を上回った。 

【次年度の方針】授業や委員会活動で、

健康や安全の大切さ、健康体力の向上や

病気やけがの予防、安心・安全な生活に

ついて学び、実践的知識・技能を育てて

いく。特に、自転車のマナーやルールに

ついては、保護者や地域住民にも協力を

仰ぎ、徹底して指導する。 

 

 



１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 生徒は、自分のよ

さや成長を実感し、

協力して生活をよ

りよくしようとし

ている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

90％以上 

①宮・未来キャリア・パスポートの活用

や、年間３回行われる教育相談で、各生

徒のよさや成長を生徒や保護者に伝え、

さらに高い目標をもって生活できるよう

促す。 

②「ほめて伸ばす」を教職員全体で実行

し、自己肯定感をもって前向きに生活で

きるよう助言する。 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

91.1％で目標を上回った。市中学校の平

均を 2.8 ポイント上回った。 

【次年度の方針】特別活動など教育活動

全般で、生徒が主体的に活動できる場を

設定し、より多くの経験をとおして、自

己有用感や自己肯定感が持てるよう指

導を工夫する。 

HP や保護者会等で学校の取り組みを

広く周知し、教職員と保護者、地域が協

力して生徒の成長を支えられるよう努

める。  

 
２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い、郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 生徒は、英語を使

ってコミュニケー

ションしている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答  

80％以上 

①○小学校の「外国語活動」や「外国

語」の指導内容の理解に努め、小中一貫

教育・地域学校園の教科部会において 9

か年で育てたい力を明確にし、積極的に

コミュニケーションがとれるように指導

していく。 

②ＡＬＴにはできるだけ生徒との交 

流を持ってもらい、授業中のみなら 

ず、休み時間等の雑談等でも英語で 

コミュニケーションをとるよう促し 

ていく。 

 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

73.5％で目標を下回った。 

【次年度の方針】〇ＡＬＴを有効活用し

小学校の「外国語活動」を通じて培った

コミュニケーションに対する積極的な

態度を継続させる。授業の中で「聞く」

「話す」の活動をさらに充実させ、日常

的に英語に触れる機会を増やす。 

Ａ７ 生徒は、宇都宮の

良さを知っている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答  

80％以上 

①総合的な学習の時間の「宇都宮学」で

は 3年間を通して「宇都宮の良さ」を主

体的に学習し、郷土を愛する気持ちや知

識を積極的に発信できるよう指導する。 

②道徳の授業において、特に指導内容項

目「Ｃ－(16)郷土の伝統と文化の尊重、

郷土を愛する心」の授業を充実させてい

く。 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

86.2％で目標を上回った。保護者の肯定

的回答は昨年度より 1.8 ポイント向上

した。 

【次年度の方針】総合的な学習の時間に

取り組んでいる「宇都宮学」の学習の様

子を各種たよりや学校ＨＰを通して保

護者や地域に発信し周知していく。 

社会科や道徳でも「宇都宮の良さ」に

気付かせる主体的な学習を取り入れる。 

 
２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 生徒は、デジタル

機器や図書等を学

習に活用している。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

80％以上 

①各教室の大型テレビでデジタル教 

科書を使用したり、１人１台端末を活用

したりするなど、デジタル機器を積極的

に活用していく。 

②○小中一貫教育・地域学校園として 

小学校低学年のうちからＩＣＴ教育に力

を入れ、パソコン等のデジタル機器の活

用に慣れ親しませる。指導する教職員の

研修は ICT 支援員を有効活用し計画的に

行う。 

図書室の利用方法を周知し、調べ学習

等でデジタル機器と併用した積極的な活

用を促す。 

B 

【達成状況】教職員の肯定的回答が 77．

1％で、目標を下回った。 

【次年度の方針】情報担当の教員や ICT

支援員を活用し、教職員の研修を充実さ

せ、１人１台端末を、各教科・各領域だ

けでなくあらゆる学校活動において積

極的に活用していく。 

図書や図書館の活用では、教科の授業

内容に合わせて、資料や辞書の活用を積

極的に行う。調べ学習は、1人 1台端末

と図書室の利用や書籍資料活用が併用

されているので、今後も積極的な活用を

促進する。 

 

 

 

 

 

 



２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 生徒は、「持続可

能な社会」につい

て、関心をもってい

る。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答  

80％以上 

①SDGs 等について、社会科や理科、技

術・家庭科、道徳科、総合的な学習の時

間等を中心に、教科横断的な視点で関連

を図り、問題解決的な学習を充実させ

る。 

②学校全体のペーパーレス化や小まめな

消灯、生徒会福祉委員会による「ペット

ボトルキャップの回収」や「ベルマー

ク」収集に力を入れ、活動の中で「持続

可能な社会」に対する関心が高まるよう

に支援していく。 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

83.1％で、目標を上回った。 

【次年度の方針】リユースやリサイクル

など家庭生活や学校生活に根付いてい

るが、生徒主体の活動を通して、さらに

自覚を持って取り組ませたい。社会科や

理科、道徳科、総合的な学習の時間等を

中心に多面的に指導する。 

今後も生徒会活動で、ペットボトルキ

ャップの回収、ベルマークの収集等、具

体的な活動を行い、体験的に学ばせる。 

 

 
３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は、特別な

支援を必要とする

生徒の実態に応じ

て、適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答

85％以上 

 

① 週１回の教育相談部会を充実させ、

特別な支援を必要とする生徒の実態を共

通理解していくと共に、具体的な支援策

を全職員で周知し、実践していく。 

②SC や MS、サポートルームやかがやきル

ームを有効に活用する。  

③校内支援の推進と充実のために、 

市教育センターなどの専門機関による相

談機関や医療機関等との積極的な連携を

図り助言を得る。 

B 

【達成状況】教職員の肯定的回答は

100％で目標を上回った。  

【次年度の方針】毎週１回の教育相談部

会を充実させ、特別な支援を必要とする

生徒の実態把握を行うと共に、具体的な

支援策を立て、全職員に周知し実践す

る。 

支援にあたっては、ＳＣやＭＳ、市教

委や市教育センター、子ども家庭支援

室、児童相談所等の関係機関、医療機関

等からの助言、指導を十分に生かして実

施する。 

 
３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は、いじめ

が許されない行為

であることを指導

している。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答

90％以上 

 

①○全教職員が「いじめはどの生徒にも

起こりうる」との認識のもと、生徒の授

業中の様子や、休み時間・給食時等の様

子をよく観察し、些細な変化や、周囲の

好ましくない雰囲気等を敏感に察知する

よう心掛ける。 

② いじめの未然防止に向けて、年に４

回行う早期発見のための「明るい学校生

活アンケート」や、生徒会生活安全委員

会が行ういじめ根絶集会等の様子をＨＰ

や学校・学年だより等を通して保護者や

地域に発信していく。 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

97.6％、教職員の肯定的回答は 100％

で、目標を上回った。 

【次年度の方針】全教職員がいじめに関

する正しい認識を持ち、些細な変化や、

雰囲気等を敏感に察知するよう徹底す

る。気になる事象に対しては、学年主任、

生徒指導主事等に迅速に報告・連絡・相

談し、早期発見、早期対応、再発防止に

努める。 

また、教育相談後の記録用紙の工夫や

保護者への啓発活動、生徒や保護者から

相談しやすい体制づくりに努める。 

 

 

Ａ12 教職員は、不登校

を生まない学級経

営を行っている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

90％以上 

①全ての生徒にとって居がいのある 

温かい雰囲気の学級経営に努める。 

②○小中一貫教育・地域学校園として小

学校低学年のうちから不登校の傾向の見

られる児童に対する適切な支援を小中が

連携して検討、実施していく。 

③不登校傾向の表れてきた生徒に対 

しては、家庭と密に連携を取りながら、

教育相談部会で状況報告や支援策の検討

を行い、全職員の共通理解の基で個に応

じた支援を組織的に迅速に進めていく。 

 

 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

96.1％、教職員の肯定的回答は 98％で

目標値を上回った。 

【次年度の方針】〇小学校との連携を強

化し、生徒理解に努め、切れ目のない支

援を行う。また、夏休みなどの長期休業

の後は重点的に対応し不登校の未然防

止に努める。 

家庭との連絡を密にし、毎週１回の教

育相談部会を活用し、不登校傾向の見え

る生徒については早期にチームで対応

策を検討し実施する。 



３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は、一人一人

が大切にされ、活気

があり、明るくいき

いきとした雰囲気

である。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

90％以上 

①学級での係活動、生徒会活動、部活動

等で、生徒の自主的な活動意欲を高め、

責任感や向上心を育てる。 

② 校訓「自主創造」を学校行事や生徒

会行事の企画運営に生かす。リーダー育

成に力を入れ、生徒の自主的・主体的活

動を積極的に取り入れながら、明るく活

気のある教育環境の充実に努める。 

 

 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

96.8％で目標を上回った。 

【次年度の方針】生徒が自ら進んで活動

できる行事や学級活動等を計画し、生徒

の達成感、自己有用感を高めていく。リ

ーダー育成を行い、活気があり生徒の主

体性が見える授業や行事等になるよう、

実施内容や方法を検討する。 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は、分か

る授業や生徒にき

め細かな指導を行

い、学力向上を図

っている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答

90％以上 

①「主体的・対話的で深い学び」の 

実現と分かる授業の展開を目指し 

要請訪問等の研究授業や全員 1回以上 

の授業公開で研修を深め、授業力向上 

を目指す。 

②少人数・習熟度別学習、Ｔ･Ｔに 

よる授業の内容・方法等の研究、全 

校体制で取り組む特別支援教育の充 

実等を通して、個に応じた学習の推 

進を図る。 

③１人１台端末の活用や評価方法 

の研究に積極的に取り組む。 

 

 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

95.4％、教職員の肯定的回答は 100％

で、目標を上回った。 

【次年度の方針】「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けた授業を互いに参

観し、効果的な取り組みや改善点を授業

力向上と授業改善につなげる。 

デジタル採点を取り入れ、教科ごとに

テスト内容の分析、生徒一人一人を伸ば

す指導方法と評価法を研究する。 

４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職

員全員がチームと

なり、協力して業務

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答

90％以上 

① 学校長を中心に「チーム学校」 

の考え方の基で、教職員が保護者や 

地域の力を借りながら、生徒のため 

に一致団結して教育活動を行ってい 

く。 

②週１回の校務運営委員会におい 

て、行事や校務の改善点について提 

案し予め具体策を検討しておくこと 

で、効率的に職員の共通理解を図 

る。 

 

 

B 

【達成状況】教職員の肯定的回答が

90％で、目標に達した。 

【次年度の方針】教職員が保護者や地域

の力を借りながら、生徒のために一つの

方向に向かって一致団結して教育活動

を行っていく意識と環境を整えていく。 

校内組織各部の部長が参加する校務

運営委員会では、行事や校務の改善点に

ついて吸い上げた意見をもとに、より良

い改善を効率的に進められるよう検討

する。 

４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識

して、業務の効率化

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答

70％以上 

①全職員の出退勤時刻の把握を徹底し、

ICT を有効活用し、削るべき仕事は思い

切って削っていくなど、業務の効率化を

図る具体策を講じていく。 

②IＣＴ支援員など専門スタッフと連携

し、教職員の負担軽減に取り組む。 

③「働き方」に関する講演会等の研修を

行い、学校の働き方改革への意識向上を

図る。 

④個人的に時間外勤務が多い職員に 

対しては、個別に面談を行い、業務を効

率化していくための指導・助言を行う。 

 

 

 

A 

【達成状況】教職員の肯定的回答が

70％で目標に達した。 

【次年度の方針】生徒と向き合う時間の

充実のため、教職員が自覚をもって働き

方改革に取り組んでいけるよう、意識改

革の必要性、具体的な方法を示し実践し

ていく。 

 業務の効率化を目指し、引き続き ICT

の効果的な活用やペーパーレス化、部活

動の指導や体験活動では、地域人材の活

用等に積極的に取り組む。 

  

 



５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は、「小中一

貫教育・地域学校

園」の取組を行って

いる。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答

80％以上 

①○地域学校園各小学校との情報交換や

連携の推進に努める。合同のあいさつ運

動や学習指導上の目標やきまりの共有を

行う。 

②「小中一貫教育・地域学校園」の取組

内容について理解してもらうため、学校

ＨＰなどに活動の様子を掲載し、広報と

充実に努める。 

B 

【達成状況】教職員の肯定的回答が

82％で目標を上回った。 

【次年度の方針】〇小中合同のあいさつ

運動、小 6学校訪問時の交流等、生徒が

直接参加する機会は継続実施する。 

9 年間で育てたい力を明確にし、学習

や児童生徒指導に取り組んでいく。 

学力向上担当による乗り入れ授業は

継続し、活動内容について各種だよりや

HP 等で周知する。 

５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は、家庭・地

域・企業等と連携・

協力して、教育活動

や学校運営の充実

を図っている。 

【数値指標】 

保護者・地域住民の肯

定的回答  

85％以上 

①宮の原中学校地域協議会の協力を得 

て、教育活動の推進、地域の行事等へ 

の生徒の参加を推奨し、家庭や地域、 

企業等と連携を図った生徒の健全育成 

に努める。 

②諸活動や取組内容について、学校だ 

よりや毎月発行される各種たより、Ｈ 

Ｐなどを積極的に活用する。 

③ＨＰの情報はこまめに更新し、学校 

の情報や状況を広く発信し、さらなる 

協力を求めていく。 

 

 

B 

【達成状況】保護者の肯定的回答が

87.1％地域住民 100％で、目標を上回っ

た。 

【次年度の方針】地域協議会の活動、地

域の行事等への生徒のボランティア参

加、地域の企業等と連携した社会体験や

保育体験等の諸活動を学校ＨＰや各種

たよりに掲載することにより、今後も活

動内容の周知や活動への理解と協力を

求めていく。 

 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 

６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は、利用する

人の安全に配慮し

た環境づくりに努

めている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答

90％以上 

①安全点検を徹底し、危険個所等の修繕

を迅速に行う。 

②避難所初期支援マニュアルにおいて、

本校体育館と西校舎が災害時の避難所に

なるため、空調施設の設置状況等を考慮

し、より使用しやすい改定を行う。 

③学校敷地内、周辺道路の見回りを徹底

し、危険個所の発見に努める。テニスコ

ートの整備工事に伴う対応を適切に行

う。 

 

 

 

B 

【達成状況】教職員の肯定的回答が

100％を達成した。 

【次年度の方針】安全点検で発見された

危険個所や修繕個所は、迅速に改善の対

応をする。健康安全指導部を中心に校内

環境を整えると共に、生徒への安全教育

に更に力を入れていく。市教育委員会や

本校ＰＴＡ、地域協議会と連携しながら

施設設備の安全対策にさらに取り組む。 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータな

どのデジタル機器

やネットワークの

点から、授業（授業

準備も含む）を行う

ための準備ができ

ている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答

90％以上 

①デジタル機器に関する、教職員の研修

を充実させ、各教科・各領域だけでなく

あらゆる学校活動において、さらに積極

的に活用していく。 

②1人１台端末は各教室に教員用の予備

機や予備充電器を整備し、忘れた生徒に

対応できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

B 

【達成状況】教職員の肯定的回答が

88％で、目標を下回った。 

【次年度の方針】大人数での Wi-Fi の使

用や全校への動画の配信などについて

は、まだ問題が発生する状況であるの

で、日程調整や事前の確認を徹底し、対

処していく。 

授業での ICT 活用については、教職

員・生徒ともにできているが、さらによ

りよい活用の事例を集め広めていく。 

 欠席生徒へ、授業内容や次時の準備を

classroom で共有することは継続して

取り組む。 



小・中学

校、地域

学 校 共

通、本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 生徒は、時と場に

応じたあいさつを

している。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答

90％以上 

①○日常の教育活動全般を通して、相互

の人格を尊重し合う態度を育てるととも

に、あいさつの大切さと意義を指導す

る。授業の始めと終わりのあいさつは、

全体でやり方を統一し、丁寧に行わせ

る。 

②定期的に実施している生徒会によるあ

いさつ運動や、教職員からの積極的な声

掛け等により実践力をつける。 

B 

【達成状況】教職員の肯定的回答は 94%

で目標を上回った。 

【次年度の方針】日常の教育活動全般を

通してお互いの人格を尊重し合う態度、

そのためのあいさつの重要性をしっか

りと指導していく。生徒会の定期的なあ

いさつ運動や、教職員や地域協議会によ

る登下校指導の際のあいさつ励行等に

継続して取組む。 

Ｂ２ 生徒は、きまり

やマナーを守っ

て、生活をしてい

る。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

90％以上 

①○同一歩調で組織的に生徒指導を 

進める。生徒の規範意識を高めると 

ともに、リーダーを育成し、自立的 

な生活態度を育てる。 

② 計画的な巡回指導、生徒一人一 

人に目を向けた細やかな指導を通し 

て、問題の早期発見・早期解決・再 

発防止に努めるとともに、家庭と連 

携しながら長期的な視野で生徒の変 

容を支援する指導体制作りを進め 

る。 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答は

97.6％で目標を上回った。 

【次年度の方針】生徒が安全に前向きに

学校生活を送ることができるよう、教職

員が日頃より、問題行動の予防・早期発

見・早期解決・再発防止に向け、組織的

に対応していく。また、学校行事や生徒

会活動、部活動などを通して、リーダー

の育成に力を入れ、自治的・自立的な集

団となるよう支援する。 

Ｂ３ 生徒は、学級で

の活動、生徒会活

動、学校行事で、

自己肯定感・自己

有用感を育んでい

る。  

【数値指標】 

生徒の肯定的回答  

85％以上 

①学級の係や委員会活動、給食や清 

掃等の当番活動を、責任をもって行 

えるよう、学級組織の作り方や指導 

を工夫する。 

②自ら進んで協力して活動すること 

の大切さを繰り返し指導し、良い活 

動状況に対して、ほめてさらに伸ばす 

指導を実践する。 

A 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

88.2％で、目標を上回った。 

【次年度の方針】学校行事や生徒会活動

では、教職員の支援のもとで生徒が自主

的、自発的に活動できるように計画し、

実践していく。活動後には振り返りを行

い、自分の活動状況や成長と向き合える

時間を設定する。 

Ｂ４ 生徒は、高齢者に

対する感謝やいた

わりの心、年少者に

対するやさしさの

心をもっている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答  

85％以上 

① 道徳の授業における指導内容項目

「Ｂ-(6)思いやり、感謝」、「Ｃ-(14)家

族愛、家庭生活の充実」の指導を充実

させていく。 

② 高齢者に対する感謝やいたわりの心

や年少者への優しさが現れた行為があ

った場合は紹介し、自分にできること

から実践していくよう指導する。 

B 

【達成状況】生徒の肯定的回答が

98.1％で目標を大きく上回った。 

【次年度の方針】道徳の授業における指

導内容項目「Ｂ-(6)思いやり、感謝」、

「Ｂ-(14)家族愛、家庭生活の充実」の

指導を充実させていく。地域の活動に積

極的に参加することを促し、日頃より高

齢者や年少者と接する場をつくり、実践

的に学ぶ機会を大切にする。 

 

Ｂ５ 教職員は道徳教

育の推進を通して、

温かい人間関係、心

豊かな生徒の育成に

努めている。 

【数値指標】 

教職員と生徒の肯定的

回答 90％以上 

 

① 学年体制で取り組む道徳研究授業と

全体で行う授業研究会を通して、教職

員一人一人の指導力向上に努める。 

② 道徳の授業と日常の教育活動の関連

を図った指導を通して、生徒の道徳性

を育むとともに、学校生活の向上や生

き方の探求に努めようとする態度を育

てる。 

③ 学校ＨＰを利用した情報発信をする

とともに、授業参観や学校公開で道徳

の授業を参観できる機会をつくり、学

校の取り組みを紹介する。 

B 

【達成状況】教職員の肯定割合は 100％

を達成した。生徒の肯定割合も 99％で

目標を上回った。 

【次年度の方針】今後も道徳教育に力を

入れ、年間指導計画や、授業の展開、評

価法等を継続して研究し、教職員の授業

力を高めていく。また、学校公開時に全

クラスで授業公開し、保護者や地域から

のアンケート結果をその後の指導に生

かす。 



〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は、文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
宮の原中学校の生徒は、生徒同士も教職員や来客に対してもとてもよくあいさつができる。また、きまりやマナーを守っ

て学校生活を送る生徒が多く、学校全体に落ち着きが見られることは、B1.B2 の結果に表れている。また、思いやりをもっ

て人に接したり、いじめを許さない心情が育まれたりして、A2.A11.A13.B4 の項目は、生徒、教職員、保護者、地域住民の

どの評価者からも肯定割合が高い。今後も、落ち着いた温かな環境の中で、生徒が生活できるよう、教職員が同一歩調で指

導や支援に取り組んでいきたい。 

生徒の学習については、項目 A1.A8.A14.A20 から、コンピュータなどのデジタル機器の活用を工夫し、さらにきめ細かく

指導することを課題とし、生徒の学力向上と教職員の授業力向上を目指す。 
A17 の小中一貫・地域学校園の取り組みや A7 の「宇都宮のよさを知っている」については、実践している取り組みや総

合的な学習の時間で学んでいる宇都宮学について、HP 等で紹介し、さらに周知していく。地域協議会や地域団体をとおし

て、地域のボランティアに参加する生徒が少しずつ増えている。周りの人と積極的にコミュニケーションをとり、社会の中

で協働できる人材を育てたい。 

 

 

 
７ 学校関係者評価 

特に肯定的回答が多いのは、A2.A4.A19.B1.B2.B3.B4.B5 の質問項目で、保護者・地域住民ともに 90％を超える結果とな

った。そこから、生徒が明るく前向きに、優しく思いやりの心をもって秩序ある学校生活を送っていると受け止められてい

ることがわかる。肯定割合が 80％に達していない A8 については、一人一台端末や図書の活用状況についてさらにわかりや

すく周知したり、家庭での活用方法を示したりして、有効活用への取り組みを継続していく。A14 については、分かる授業

やきめ細やかな指導は、常に保護者の願いであるので、個に応じた支援を進め、豊かな心、確かな学力、健康や体力育成に

努める。 

地域住民の方からの評価は、おおむね高評価であるので、地域協議会や地域未来会議等で積極的に学校の取組みについて

発信し、さらに理解と協力を得られるよう努めていく。 

 
 

 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は、文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
・本校の教育活動や学校運営については、全体的に肯定的に評価されている。特に A2 .A4.A11.B4 の 4 項目は生徒、教職

員、保護者、地域住民ともに肯定割合が向上しており、思いやりをもって、健康や安全に気を付けて、いじめの無い秩序

のある教育を目指す学校の姿が見える。これらの項目に関する指導は、中学校からではなく、小学校低学年のうちからの

指導の蓄積が大切であるため、今後も学校園における小中一貫教育に力を入れ、小学校との連携に努めていく。 
A11「教職員は、いじめが許されない行為であることを指導している」については、教職員や生徒の評価は高いが、保護

者の評価は 82.7％でまだ充分とは言えない。本校は、年 4 回の「明るい生活アンケート」を実施し、「いじめ」に関して早

期発見、早期対応、再発防止に努めている。いじめの発生率は低く、発生した場合の解消率も高いが、今後もいじめの無

い学校を目指し、小さなトラブルにも丁寧に対応し、生徒に粘り強く指導をしていくことに加え、保護者にも、保護者会

や三者懇談等を利用し、本校のいじめ防止対策を示し、協力を仰ぎ進めていく。。 
・A7「生徒は、宇都宮の良さを知っている」、A8「生徒は、ＩＣＴ機器や図書等を学習に活用している」、A9「生徒は『持

続可能な社会』について関心をもっている」の質問項目は、現代社会の課題の解決に向けて欠かせない質問項目で、徐々

に数値が上昇してきた。今後さらに探求的な活動や体験的な活動を取り入れ指導していく。 
・A16「学校は、教職員の勤務時間を意識して、業務の効率化に取り組んでいる」については、改善の余地がある。特に中

学校においては部活動改革が、時間外勤務削減の大きな鍵であり、早急の課題である。令和 5 年度から行っている本校独

自の「部活動時間変更の取り組み」は、生徒の放課後時間の有効活用、教職員が生徒と向き合う時間の確保の効果から、

今後も改善しながら継続して取り組んでいく。 
 
 
 
 

 


